
1 .	 	環境安全とリスクに関する認知や
	 教育の現状についての雑感

　我々の日常にはリスクがあふれている。ある
種のリスクについてはその相場観が経験的に
認知され、我々は必要に応じて適切な対策を
施して危険を回避しながら生活を送っている。
一方、我々の気づかないリスクが身のまわりに
潜んでいることもある。教育や知識が十分で
ないがゆえに、リスクに気づかずにいることで
危険にさらされることは避けなければならない
が、逆にある種のリスクを過度に警戒し、常
にあるいは一時的に不安をいだき、適度を超
えた対策を施している例もあるかもしれない。
リスクは安全側から危険側に至る連続的な特
徴をもつがゆえに、個人や集団の理解度や価
値観で容認レベルに大きな幅が生じ、結果と
して自身が施す対策やリスクに関する責任者
に求める対応策に大きなギャップが生じてしま
う可能性がある。この点がこの種の話題を難
しくしている感がある。
　キャンパスライフ。ここにもリスクがある。
日常的な事例のみならず、大学や研究所特有
の研究実験施設におけるリスクも存在する。
危険な物質を扱うには、あるいは危険な作業
をともなう活動には、前もっての安全教育が義

務づけられていることはいうまでもない。安全
教育に関しては法令等で定められているもの
もあれば、組織のルールにゆだねられているも
のもある。研究実験施設における適切な環境
安全の確立を目指し、環境安全教育の内容、
教材、方法については関係者間で議論をさら
に詰め、開発を継続すべき重要な課題である
と考えている。その前段階に位置する中等教
育対象者（中学生や高校生）に対する学校現
場や家庭におけるリスク教育、環境安全教育
は果たして十分だろうか。彼らは卒業時に身
のまわりのリスクを正しく認知し、判断できる
社会人としての準備ができているであろうか。
本稿ではこの部分に切り込み、環境安全とリ
スクをキーワードとした「高校生による自主研
究活動」を後押しする目的で平成25年度から	
スタートした、産学連携での新しい活動の概
要を紹介したい。

2 .	 NPO法人REHSEの紹介

　特定非営利活動法人研究実験施設・環境安
全教育研究会（REHSE：レーゼ）は、ユーザー
であり、研究・教育機関である大学・高専等と、
環境安全管理職員、サプライヤーである器具・
設備等のメーカー企業、施設等の設計・マネ
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ジメント・コンサルを行う企業等が一致協力し
て科学技術立国を標榜する我が国の研究実験
環境の底上げを行い、環境安全性、研究生産性、
そして経済を含めたパフォーマンスの全ての
改善を達成することを目指している。
　2007年に任意団体REHSEとしての活動を開
始し、「安全基準策定に関する研究」「各種評
価ツール開発」「普及促進のための国際技術展
への出展」「啓蒙のための出版」等のソフトか
らハードに渡る幅広い取組みを展開してきた。
2010年からは特定非営利活動法人（NPO）と
して、研究実験施設の環境安全について、①
現場の問題解決を支援すること、②合理的な
基準を提案すること、③教育を通じて人材を
育成すること、④新しい学問領域を築くこと、
を4本の柱に、化学を中心にバイオロジー・
ナノテクノロジーなどを含めた領域において、
研究実験施設として最低限必要と思われる実
験環境のレベルを設定することや、関連の情
報の普及を目的として活動している。
　具体的には、化学物質リスク可視化システ
ム（VICRi）やヒュームフードDVD教材（フー
ド屋の魂）、カード認証型試薬庫の開発、研究
実験施設のコンサルティング、実験設備の
チェックリストの作成、実験室の耐震対策に
関するハード・ソフト面からの検討、安全な実
験研究活動を支援するためのフリーペーパー
「研究生活」の発行、環境安全衛生に関する研
究発表会・国際シンポジウムの開催などを行っ
ている。本稿で紹介する「高校生を対象とし
た環境安全に関する課題研究活動」支援事業
もREHSEの活動の中核のひとつである。
　環境安全に関するREHSEの基本方針をふま
えて、具体的なツール・プログラム開発を進
める一方、これらのアウトプットを実験研究現
場、社会に広く実装することを目指している。
詳細については、REHSEホームページ（http://
www.rehse2007.com/index.html）を参照され
たい。

3 .	 高校生による環境安全とリスクに
	 関する自主研究活動の支援事業

（1）	 事業目的
　本事業は、義務教育を終え、自主的に思考し、
各々の意見を発信することができるレベルに
ある高校生や高専生（以降、高校生等）が、
身のまわりの環境安全やさまざまなリスクを自
身の問題として捉えるための調査研究活動を
支援するものである。具体的には、高校生等
自らが環境安全やリスクに関連のある研究
テーマを決め、自主的に調査し、成果を報告
書としてまとめ、さまざまな場面で成果を発表
し、相互に意見交換する活動を支援すること
を目的とし、平成25年度からスタートした単年
度〆の事業である。
（2）	事業の概要
　参加高校はREHSEの本事業のホームページ
上で公募される（http://www.rehse2007.com/
koukousei.html）。環境安全とリスクに関する
研究のテーマとして、「化学物質」「バイオ」「放
射線」「その他」の 4つのキーワードが用意さ
れており、その枠組みのなかで利用、安全、
リスク、管理等に関する研究テーマを高校生
等自身が設定することになる。本事業の審査
委員会により認められた研究調査活動に対し、
研究予算（数～10万円程度）がREHSEから授
与され、高校生等はこの予算を有効に活用し、
自らの計画にしたがって調査、研究活動を展
開する。予算の使途としては、書籍購入、施
設見学に伴う旅費、専門家へのヒアリングや
出前講義の実施などに伴う講師の旅費や謝礼、
消耗品購入、印刷代、通信費等が認められて
いる。参加生徒は、研究調査活動の成果につき、
定められた報告書（中間報告書、最終報告書）
を提出する義務を負い、これらの報告書の内
容により、審査委員会で若干数の優秀校が選
考される。選抜された優秀校数校の指導教員
1名と生徒 2～ 3名が年度末に東京で開催さ
れる優秀校成果発表会（一般公開）に招待さ
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れる。（これに係る旅費と宿泊費も本事業から
全額が支給される。）
　本事業はその活動費のすべてを、趣旨に賛
同した企業、組織、団体等（以後、企業等）
からの協賛金等で運営さ
れている。また、事業全
体がREHSEに所属する
アカデミアチームのボラ
ンティアで運営、支援さ
れている点が大きな特徴
である。平成26年 5月現
在で14（うち2社は手続
き中）の企業等（株式会
社千代田テクノルを含
む）からのご支援をいた
だいている。教育当局担
当官からも右記のような
応援を頂戴し、幅広いメ
ンバーからのご協力、ご
理解のもとで運営されて
いる事業である。
（3）	平成25年度活動の紹介
　平成25年度が本事業活
動の初年度であり、ある
意味、試験的で挑戦的な
活動となった。参加校は
6校。各校の区分キー
ワードと調査・研究タイ
トルは右記のとおりで
あった。
　各校の参加形態はさま
ざまで、科学部／化学部
等の部活動として、クラ
スの課外活動として、さ
らにはこの事業参加のた
めに有志を募って新たな
チームを結成してきた学
校もあった。
　中間報告書の審査、最
終報告書の審査を経て、

初年度は参加 6校全校が、平成26年 3月15～
16日に東京大学で開催された合同施設見学会、
優秀校成果報告会に招待された。
　初日の平成26年 3月15日に東大施設（工学

参加校 区分
キーワード 調査・研究タイトル

麻布高等学校 「化学物質」
多摩川中流域の水質調査
～COD・硝酸態窒素値から多摩川の水質を
分析する～

千葉県立流山おお
たかの森高等学校 「その他」 遺伝子組み換え食品の安全性を考える

大阪府立
天王寺高等学校 「化学物質」 淀川における底質土中の重金属濃度の測定

富山高等専門学校 「化学物質」 洗剤と共生する社会に
八戸工業大学
第二高等学校 「放射線」 放射線で発電は可能か

早稲田大学
本庄学院高等学校 「放射線」

（1）		自立航行ができる無人型潜水機の開発
と水底堆積物のガンマ線量測定

（2）		空気中放射線量調査
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系研究科原子力国際専攻共同施設タンデム加
速器研究棟、武田先端知ビルスーパークリー
ンルーム）の合同見学会を開催した。（写真1）
同日の夜には宿泊施設で各校自慢や参加者自
己紹介で懇親、情報交換し、翌日２日目の成
果発表会に備えた。（写真 2）成果発表は各校
20分のプレゼンテーションと5分間の質疑で
構成された。（写真 3）この口頭発表と最終成
果報告書の内容の両者が審査の対象とされ、
会場出席者全員（65名）による投票結果を基に、
審査委員会の厳正な審査を経て、平成25年度
は八戸工業大学第二高等学校に最優秀賞が授
与された。（写真 4）各校の報告書、合同施設
見学会および優秀校成果報告会の当日の詳細
な様子は、事業HPを参照されたい。
　また、本事業に協賛いたただいた企業のな
かから、有志 4社による各社の環境安全、リス
クに関する研究開発状況や取り組みの事例が
紹介された。高校生等にとっては企業の考え方
や姿勢に直接触れる貴重な機会になったようで
ある。アカデミアからは、平成25年度の高校生

による調査・研究テーマにはなかった「バイオ、
医療分野」における話題が提供された。アン	
ケート結果によれば、高校生等にとって印象に
強く残った講演になったようであった。
　担当顧問の先生のほかに、各校の研究調査
活動にはそれぞれの研究テーマにふさわしい
メンター（参加生徒のためのよろず相談窓口
の位置づけ。REHSEからの推薦による当該分
野の専門家）が 1名ついた。唯一の大原則と
して「活動のすべてが高校生主体で実施され
ること」が条件に掲げられていることから、	
テーマの設定や調査・研究の手順、成果のと
りまとめ、予算の使途にいたるまで、高校顧問
やメンターが研究活動を「誘導」することは
禁じられた。担当顧問やメンターは、予算管
理の適切性、実験の実施や見学等における危
険性の有無、コンプライアンスの観点等を中
心に、後方からみまもることに努め、高校生等
からの求めがあった場合にのみ最低限のアド
バイスをする姿勢で本事業に参画した。その
意味では、各校による研究の方法、成果の内容、

写真 1　東大施設見学の様子

写真 3　成果発表会の様子

写真 2　宿での情報交換会

写真 4　参加高校関係者及び事業実行委員
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報告書のとりまとめかたには一般的な研究とし
ての不備や不具合が散見されることも事実で
はある。しかし、本事業の趣旨は、高校生等
自身が自由に発案し、幾多の困難を乗り越え
て実施計画を実現し、（成功でも、失敗でも）
なんらかの結果を得て、自らの声で地域文化
祭や学園祭等で発信し、自らの力で限られた
時間のなかで成果をまとめる、このプロセスを
実体験することに重点がおかれている。本事
業でさまざまな体験をした高校生等が環境安
全とリスクの分野に興味をもち、（意見の異な
るかもしれない）他者の声をしっかりと聞く重
要性を学び、自身の考えを適切かつ効果的に
発信できる成人として成長し、さらにはそのう
ちの一部が将来に同分野を牽引する優秀なメ
ンバーになってくれれば、本事業の目的は達
成されるであろう。
（4）	メンターとして感じたことと本事業への	
	 提案	〜富山高専の例〜
　こんな事業があるんだけど、と紹介すると
「やってみたい」と3名が手を挙げた。1年生
の時にプロジェクト型の問題解決に取り組む
授業を一緒のチームで経験した2年生 3名だ。
　取り組みたい課題をみつけ、資金と専門家
の支援を得た彼らは、普段の授業とはまった
く違う能力を発揮しながら「自主的な研究活
動」に熱中して取り組んだ。熱中すると楽しい。
熱中して取り組むと、特に若者はぐいぐいと
伸びる。側面から支援していて、彼らの熱心
さと成長は感動するほどであった。私たちは
環境を整えて見守り、質問や相談にも答えは
出さず、やる気を喚起するような問いかけや
つぶやきを返すだけである。
　彼らは夢中になると自然に力が付く。例え
ば情報収集・選択・活用・発信力（教科書を
始め、WEB、書籍、専門家から集め、正しい
情報や有益な情報を取捨選択）、交渉力（活動
場所の確保、実験道具や薬品の購入や調達、
実験計画書を学校に提出して許可を得る、各
専門分野の先生方にアポを取り訪ね質問する

など）、議論する力（友人同士の会話ではなく
まさに議論）、そしてそれらを統合する企画力
とマネージメント力などである。次々と生まれ
る疑問に取り組んでいくと、自ずと専門的知識
が深まっていく。科目をつなぎながら広がって
いく。身近なモノへの興味からスタートしたが、
最後の発表時には、世界の環境問題や、何十
年後の未来に思いを馳せた提案を堂々と楽し
そうに行った。そして、もっと学びたいという
意欲と将来の自分たちが就きたい仕事（エン
ジニア）への抱負まで語ってくれた。
　実は、活動中、実験計画を立てたが環境が
整わずにあきらめた実験もあった。やってみた
いが高校ではできないという実験があれば、
REHSEの資源（大学、企業の設備やノウハウ）
を使ってできないか検討する機会をもてない
だろうか。地方の学校ではできないことを実
際に経験するチャンスも、本事業でなら可能
ではないだろうか。そんな期待感も大きく広が
る、関係者皆で協力して育てたい事業である
ことを強く感じた。

4 .	 おわりに

　高校生等は、様々な社会的課題に興味・関
心を持ち、その興味・関心に関連づけて自分
の将来を考え始める重要な年代にある。「環境
安全とリスク」という現代社会が抱える大き
な課題に取り組みながら学ぶ本事業は、産学
の協働により、学校や塾とは異なるもうひとつ
の学びの場を提供している。このような新し
い学びの場をつくり、さらなる充実をめざして、
関係者一同、一社でも多くの企業の参画、ご
協力をお願いしているところである。

　末筆ではあるが、本事業の支援をいただい
ている企業関係者の皆様、メンターの皆様、
アカデミックメンバーの皆様をはじめ、関係者
すべての方に謝意を表する。
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